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需要予測の概要

新型コロナウイルス感染拡大から1年以上経過した現在の状況を踏まえ、コロナ禍における
旅行者数推移をもとに新たな手法を用いて需要回復の予測を行う

時系列分析とシナリオ等外部情報を参照し、旅行需要回復時期の予測モデルを構築する
 予測モデル構築
 コロナ禍から1年以上経ったことで、新型コロナウイルス感染拡大時期における宿泊者数実績の推移
を時系列予測に取り込むことで、コロナ禍のおけるトレンドをモデルに反映する

 新型コロナウイルスの影響が及ぶ期間について明示的に指定することで、その影響を定量的に予測
モデルに反映する

 旅行者数以外の外部変数を組み込むことができる予測手法を採用し、モデル構築を試みる

予測モデルの構築

時系列予測モデルと外部公開情報で示された回復時期の見通し等の情報を参照し、旅行需要が回復
する時期について予測を行う
 旅行需要が回復する時期を予測
 国内外の外部公開情報で示されている需要回復の時期や、新型コロナウイルス感染症収束予測
時期等を参照しながら、需要回復のシナリオを想定

 予測モデルに基づく定量的予測に想定シナリオを反映させることで需要回復時期のシミュレーション
の精緻化を試みる

需要回復時期の予測

注釈
※本需要予測は、2021年6月中旬時点において一般に公開されている情報に基づいて作成しております。
※なお、本需要予測は、新型コロナウイルス感染症に関連するあらゆる不確実性とその結果の影響を特定し、定量化するものではなく、市
況の変化等により大きな影響を与える可能性があります。
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時系列予測モデル

Before COVID-19のデータから宿泊者数の季節変動の特徴を抽出するほか、コロナウイル
ス影響効果を盛り込むすることで、それらの影響を加味した未来の値を時系列に予測する
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実績 予測

時系列予測モデル
• 時系列モデルは過去の値から未来を予測するモデルである
• 主に時間とともに変化するデータを分析する手法
• 時系列データの例 (毎日の株価、気象データ、毎月の売上など)

（人泊）
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コロナ禍の影響を反映させる手法の採用
• トレンド変化が容易に予測できる「イベント効果」を指定することでその効果
を推定可能 (新型コロナウイルス感染拡大期間、緊急事態宣言期間等)

• 外部説明変数を投入可能 (新型コロナウイルス感染者数、ワクチン接種
数等)

コロナウイルス 影響期間
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データ概要

時系列予測モデルに必要なデータを各所から収集し、直近までのCOVID-19禍における実績
値を踏まえ、今後の見通しのシナリオを組み込み予測数値を構築する

デ
ー
タ

客室稼働率（OCC）、
平均客室単価（ADR）、
販売可能室一室あたり収
入（RevPAR）

国内宿泊者数
外国人宿泊者数

訪日外客数

世界の観光業の見通し

国内の観光業の見通し

ワクチン接種状況

供
給

消
費

シ
ナ
リ
オ

概要 期間・出所項目分類

世界中のホスピタリティ産業に関するベンチマークデータを提供して
いるSTRのトレンドレポートより、2013年から2021年4月末までの月
次のパフォーマンスデータを用いる

観光庁が公開している2007年から2021年4月までの国内の
旅行客、および外国人旅行客の宿泊者数のデータを用いる

JNTO (日本政府観光局)が公開している1964年から2021年4
月までの訪日外客者に関するデータを用いる

IATA (国際航空運送協会)が2021年5月に発表した旅客需要
の見通し、UNWTO (国連世界観光機関)が2021年1月に発表
した海外旅行者の需要回復シナリオを用いる
Deloitte USが10か国以上を対象に、2020年4月から2021年
5月の期間に実施した新型コロナウイルス感染症の影響を受け
た業界の消費者追跡調査のレポートを用いる
米国、英国はじめとした世界のワクチン接種数推移、半期毎
国別ワクチン接種率をもとにシナリオを検討する。日本はじめ各
国のワクチン接種スケジュールの見通しを考慮する

期間：2013年12月～2021年4月
データ単位：月次
出所：STR

期間：2007年1月～2021年4月
データ単位：月次
出所：観光庁
期間：1964年～2021年4月
データ単位：月次
出所：JNTO

期間： 2020年4月～2021年5月
出所： IATA/UNWTO

期間：2020年4月～2021年5月
出所： Deloitte US

期間：2020年12月～2021年6月
出所：CDC/Our World in Data
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